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衛生費
4億43万円
6.5%

教育費
4億7842万円
7.7％

土木費
8億371万円
13.0％

農林水産業費
8億6456万円
14.0％

総務費
8億6545万円
14.0％

公債費
11億6344万円
18.8％

民生費
13億14万円
21.0％

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
た
。
今
定
例
会
で
は
、
冒
頭
に
町
長
の
令
和
２
年
度
施
政

方
針
演
説
が
な
さ
れ
（
抜
粋
に
つ
い
て
は
教
育
行
政
の
重
点
施
策
と

と
も
に
Ｐ
10
、
11
に
掲
載
）、
27
議
案
を
可
決
し
た
。（
詳
し
い
議
案

事
項
等
は
Ｐ
12
）
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

執
行
部
に
質
問
を
お
こ
な
っ
た
。（
Ｐ
３
〜
10
）

繰入金
4億6770万円
7.5％

町税
5億4291万円
8.8％

県支出金
5億4279万円
8.8％

国庫支出金
5億7728万円
9.3％ 町債

6億1230万円
9.9％

地方交付税
29億円
46.8％

自
主

財源

依存
財
源

使用料及び手数料
1億 2463 万円　2.0％

諸収入　6219万円　1.0％

その他交付金
656万円　0.1％

地方譲与税
6491万円　1.0％

地方消費税交付金
9500万円　1.5％

61億9525万円

繰越金　1億円　1.6％
財産収入　2621万円　0.4％

分担金及び負担金
2277万円　0.4％

寄附金　5000万円　0.8％

歳入

61億9525万円
歳出

災害復旧費　52万円　0.0%

諸支出金　200万円　0.0%
予備費　821万円　0.1%

商工費　5259万円　0.8%

議会費　8081万円　1.3%

消防費　1億7497万円　2.8%

町の未来を創る  ７つの柱を着実に推進令和 2 年度
当初予算

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
61
億
９
５
２
５
円（
対
前
年
度
比
3.8
減
）。

町
の
未
来
を
創
る
７
つ
の
柱
①
子
育
て
支
援
②
観
光
と
交
流
促
進

③
社
会
基
盤
整
備
④
循
環
型
社
会
の
構
築
⑤
産
業
振
興
⑥
保
健
福

祉
の
充
実
⑦
学
校
・
社
会
教
育
の
充
実
を
着
実
に
推
進
し
、「
人
と

未
来
を
笑
顔
で
つ
な
ぐ  

こ
こ
ろ
豊
か
な
和
の
町
・
和
泊
町
」
を
目

指
し
て
い
く
。

※グラフの数字は端数処理のため、
必ずしも合計金額と一致しない。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
文
部
科
学
省
が
示
し
て

い
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
本
町
で
の

整
備
と
活
用
の
検
討
は
。

答
昨
年
12
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
安
心
と
成
長

の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対

策
」
で
、
学
校
の
高
速
大
容
量

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

を
推
進
し
、
特
に
義
務
教
育
段

階
で
は
令
和
５
年
度
ま
で
に
、

全
学
年
の
児
童
生
徒
が
一
人

一
台
端
末
を
持
ち
、
十
分
に
活

用
で
き
る
環
境
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
と
す
る
【
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
】
が
打
ち
出
さ

れ
た
。

本
町
で
も
、
国
の
補
正
予
算

を
活
用
し
、
令
和
２
年
度
に

全
小
中
学
校
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
端
末
整
備
に
つ
い
て

も
、
２
年
度
か
ら
計
画
的
な
導

入
を
行
い
、
令
和
５
年
度
ま
で

に
、
全
学
年
の
児
童
生
徒
に
端

末
が
行
き
届
く
計
画
を
進
め

て
い
く
。

活
用
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
生
か
し
、
学
習
の
関

心
・
意
欲
を
高
め
、
理
解
を
深

め
る
た
め
の
授
業
や
遠
隔
教

育
の
充
実
等
、
児
童
生
徒
の
学

び
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
よ
り

一
層
の
学
習
の
充
実
に
努
め

た
い
。

　

こ
の
他
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
指
導
力
の
向
上
へ
向
け

た
研
修
や
授
業
支
援
、
ま
た
、

教
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
や

働
き
方
改
革
な
ど
の
充
実
へ

向
け
た
活
用
の
推
進
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
！！

令和２年（３月）第１回議会定例会

橋
はしぐち

口 和
かずお

夫 議員

国民健康保険特別会計 9億 8848 万円

介護保険特別会計 10億 3787 万円

後期高齢者医療特別会計 8408 万円

下水道事業特別会計 3億 3583 万円

農業集落排水事業特別会計 2億 1910 万円

奨学資金特別会計 1098 万円

水道事業会計（収益的事業） 1億 8451 万円

（
水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
事
業
は
除
く
）

令
和
２
年
度
特
別
会
計
・

　
　
　
　
　

企
業
会
計
予
算
額
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

問
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
水

際
対
策
を
し
て
い
る
か
。

答
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
と
同
様
に
、
こ

ま
め
な
手
洗
い
や
う
が
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
感
染
拡
大
防

止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、島
外
へ
移
動
す
る
場
合
も
、

同
じ
よ
う
な
対
策
を
呼
び
か
け

て
、
感
染
の
防
止
を
町
民
へ
幅

広
く
お
願
い
し
て
い
る
。

問
医
療
機
関
と
の
連
携
は

充
分
に
と
れ
て
い
る
か
。

答
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
、

若
し
く
は
発
症
し
た
場

合
、
医
療
機
関
と
の
直
接
の
窓

口
は
、
保
健
所
を
通
し
て
県
が

担
い
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関

等
へ
の
入
院
措
置
な
ど
に
対
応

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

３
月
６
日
に
は
、
知
名
町
と

合
同
で
沖
永
良
部
地
域
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
含

め
た
対
策
会
議
を
開
催
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
国
や
県

の
対
策
を
注
視
し
、
医
療
機
関

と
も
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

問
町
民
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答
今
後
の
感
染
拡
大
等
に

よ
っ
て
は
、
対
策
本
部

を
設
置
し
、
実
施
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

「
働
き
方
改
革
」
の
重
要
性

に
つ
い
て

問
「
男
性
職
員
の
育
児
休

暇
取
得
」
に
対
し
て
の

考
え
方
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
か
。

答
町
と
し
て
は
、
特
定
事

業
主
行
動
計
画
推
進
委

員
会
等
を
通
じ
て
、
男
性
職
員

の
育
児
休
暇
取
得
を
推
奨
し
て

い
る
が
、
育
児
休
業
中
は
、
一

部
共
済
組
合
か
ら
の
手
当
は
あ

る
も
の
の
、
給
与
が
支
給
さ
れ

な
い
た
め
、
経
済
面
の
課
題
が

あ
る
。

検
討
中
の
男
性
職
員
の
背
中

を
押
す
た
め
に
も
、
所
属
長
か

ら
勧
奨
す
る
な
ど
、
職
員
本
人

が
取
得
し
や
す
い
仕
組
み
を
つ

く
り
、
さ
ら
に
は
、
職
員
全
体

の
意
識
改
革
、
育
休
時
の
職
場

の
環
境
整
備
等
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問
行
事
が
休
日
に
集
中
し

て
い
る
中
で
、
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
心
配
さ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
る
か
。

答
例
年
、
休
日
に
行
事
を

開
催
す
る
こ
と
は
多
く

あ
り
、
各
種
行
事
の
趣
旨
を
考

え
る
と
平
日
に
開
催
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
職
員
は
休
日
出
勤

で
あ
る
が
、
行
事
の
運
営
成
功

に
懸
命
に
努
め
て
い
る
。

対
策
と
し
て
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
の
自
己
の
気
づ
き

の
た
め
、
年
一
回
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て

い
る
。
職
員
の
変
化
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
気
配
り
し
、
職
員

間
に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
場
内
の
環
境
向
上

に
努
め
て
い
る
。

問
「
働
き
方
改
革
」
の
推

進
は
少
子
化
対
策
に
結

び
つ
く
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

答
単
に
労
働
時
間
が
減
る

と
少
子
化
が
解
消
さ
れ

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
限
ら
れ

た
時
間
で
よ
り
良
い
仕
事
を
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を

全
て
の
立
場
の
方
が
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
に

余
裕
が
生
ま
れ
、
育
児
な
ど
に

も
良
い
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
考
え
る
。

姿
の
み
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
島し

ま
ん
ち
ゅ人
!!

▶ 

猛
威
を
ふ
る
う
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

▶ 
パ
パ
と
遊
ぼ
う
♪

松
まつむら

村 絹
きぬ え

江 議員

▶ 

手
洗
い
で
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
ぜ
😊

台
風
や
悪
天
候
時
等
の
物

流
対
策
に
つ
い
て

問
１
月
に
県
で
開
催
さ
れ

た
「
台
風
発
生
時
な
ど

に
お
け
る
離
島
の
物
流
に
関
す

る
対
策
会
議
」
の
具
体
的
な
内

容
と
町
の
今
後
の
対
策
は
。

答
台
風
発
生
時
等
に
お
け

る
離
島
の
物
資
不
足
の

現
状
・
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

各
市
町
村
か
ら
報
告
が
あ
り
、

本
町
の
現
状
と
し
て
は
、
船
舶

が
欠
航
し
た
場
合
、
生
鮮
食
料

品
が
不
足
す
る
事
態
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
、
商
業
者
に
お
け

る
対
策
と
し
て
、
台
風
情
報
を

も
と
に
普
段
よ
り
多
め
の
仕
入

れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
併
せ

て
、
欠
航
を
見
越
し
た
仕
入
れ

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
た
。
ま
た
、
本
町
に
お

い
て
は
、
サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ
や

防
災
行
政
無
線
で
各
運
航
会
社

の
欠
航
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
へ
の

普
段
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
啓

発
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告

し
た
。

さ
ら
に
物
資
不
足
時
に
お
け

る
円
滑
な
対
応
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
も
行
っ
た
。

今
回
の
対
策
会
議
に
お
い
て

は
、
主
に
現
状
の
把
握
と
情
報

共
有
を
し
た
。

本
町
で
は
、
事
前
の
台
風
情

報
等
に
つ
い
て
も
迅
速
な
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

と
も
行
政
機
関
及
び
関
係
事
業

者
等
と
連
携
し
て
台
風
時
等
の

物
流
対
策
に
取
り
組
む
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

問
介
護
人
材
の
育
成
・
確

保
等
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

答
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

地
域
社
会
で
支
え
合
い
、
自
立

を
支
援
し
て
い
く
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
受
け
皿

と
な
る
島
内
の
各
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
お
い
て
は
、
福
祉

や
介
護
に
従
事
す
る
職
員
の
高

齢
化
等
に
よ
り
、
職
員
の
人
員

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

県
が
昨
年
９
月
に
、
県
内

の
約
４
，８
６
５
箇
所
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
対
象
に
実

施
し
た
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

大
島
地
区
に
お
い
て
、
特
に
不

足
し
て
い
る
職
種
と
し
て
、
介

護
職
員
、
訪
問
介
護
員
、
介
護

福
祉
士
と
い
う
結
果
が
あ
げ
ら

れ
た
。
離
職
率
が
高
い
理
由
と
し

て
は
、「
賃
金
が
低
い
」、「
介
護

業
界
以
外
へ
の
転
職
」、「
精
神
的

に
仕
事
が
き
つ
い
」
と
い
う
理
由

と
な
っ
て
お
り
、
以
前
、
本
町
が

知
名
町
と
共
同
で
実
施
し
た
調

査
結
果
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
人
材
育
成
に
関
し
て

も
、
費
用
負
担
や
職
員
の
定
着

率
が
低
い
こ
と
な
ど
、
課
題
を

抱
え
て
い
る
現
状
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
介
護
保
険
事
業
所
と
の

意
見
交
換
会
を
知
名
町
と
共
同

で
開
催
し
、
情
報
共
有
と
課
題

解
決
に
向
け
た
意
見
を
集
約
し

て
い
く
と
と
も
に
、
県
や
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
必
要
な
支

援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
つ
い
て

問
町
民
運
動
広
場
芝
生
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
駐
車
場
の

間
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
町
民
運
動
広
場
芝
生
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
西
側
駐
車

場
と
の
間
に
は
現
在
フ
ェ
ン
ス

は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
県
道

側
駐
車
場
と
の
間
に
は
約
５

メ
ー
ト
ル
の
ネ
ッ
ト
を
設
置

し
、
ボ
ー
ル
の
飛
び
出
し
を
防

止
し
て
い
る
。

フ
ェ
ン
ス
設
置
に
つ
い
て

は
、
町
民
運
動
広
場
を
利
用
し

て
い
る
競
技
連
盟
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
、各
団
体
と
協
議
し
、

緊
急
性
や
必
要
性
を
確
認
し
た

上
で
検
討
し
て
い
く
。

い
つ
ま
で
も
住
み
た
い
美ち

ゅ

ら
島じ

ま

へ

▶ 

荒
れ
る
港
…
船
は
？

▶ 

楽
し
く
ふ
れ
あ
う
介
護
士
さ
ん

▶
元
気
に
サ
ッ
カ
ー
す
る
子
供
た
ち

ー
フ
ェ
ン
ス
な
し
ー

池
いけだ

田 正
しょういち

一 議員
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「
よ
う
て
ぃ
あ
し
ば
ー
」

=

集
ま
っ
て
遊
ぼ
う

当
初
予
算
に
つ
い
て

問
令
和
２
年
度
当
初
予
算
の

編
成
方
針
と
重
点
施
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
財

政
運
営
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
令
和
２
年
度
当
初
予
算

の
編
成
方
針
は
、
本
年

度
に
策
定
す
る
本
町
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
第
６
次
総
合
振
興

計
画
の
基
本
理
念
を
目
指
す
べ

く
、
町
の
未
来
を
創
る
７
つ
の

柱
で
あ
る
「
子
育
て
支
援
」・

「
観
光
と
交
流
促
進
」・「
社
会

基
盤
整
備
」・「
循
環
型
社
会
の

構
築
」・「
産
業
振
興
」・「
保
健

福
祉
の
充
実
」・「
学
校
・
社
会

教
育
の
充
実
」
の
着
実
な
推
進

に
向
け
、
各
種
計
画
に
基
づ
く

事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
予

算
編
成
を
行
っ
た
。

財
政
運
営
は
、
平
成
26
年
度

決
算
に
お
い
て
「
経
常
収
支
比

率
」・「
実
質
公
債
費
比
率
」・「
将

来
負
担
比
率
」
の
三
つ
の
指
標

が
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
と
な
り
、

そ
の
結
果
を
受
け
、
平
成
27
年

度
か
ら
５
年
間
を
「
財
政
健
全

化
対
策
集
中
期
間
」
と
し
て
、

新
規
起
債
の
抑
制
や
経
常
経
費

等
の
削
減
に
取
り
組
み
、
平
成

30
年
度
決
算
に
お
け
る
経
常
収

支
比
率
は
対
前
年
度
比
2.2
％
減

の
91･

１
％
、
実
質
公
債
費
比

率
は
、
対
前
年
度
比
0.4
％
減
の

15･

４
％
と
前
年
度
に
比
べ
改

善
さ
れ
た
も
の
の
、
将
来
の
実

質
的
な
負
担
規
模
を
示
す
将
来

負
担
比
率
は
、
新
庁
舎
建
設
に

伴
う
地
方
債
の
借
入
が
あ
り
、

対
前
年
度
比
15
％
増
の
１
１
５･

５
％
と
、
依
然
と
し
て
県
下
市

町
村
の
中
で
高
い
位
置
に
あ
る
。

今
後
は
、
人
口
減
少
に
伴
う

税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い

中
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
扶

助
費
の
増
大
や
、
既
存
施
設
の

維
持
管
理
等
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
更
な
る
財
政
の
健
全

化
に
向
け
、
令
和
２
年
度
か
ら

の
５
年
間
を
「
第
２
期
財
政
健

全
化
対
策
集
中
期
間
」
と
し
て

定
め
、
自
主
財
源
確
保
に
向
け

た
町
税
等
の
収
入
対
策
の
強
化

や
、
新
規
起
債
の
抑
制
及
び
経

常
経
費
の
削
減
は
も
と
よ
り
、

各
種
補
助
事
業
等
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
い
、
財
政
健
全
化

に
努
め
て
い
く
。

教
育
行
政
の
重
点
施
策
に

つ
い
て

問
新
年
度
の
重
点
施
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
学
校
教
育
に
お
け
る

国
の
施
策
と
し
て
、

Soc
ie
ty
5.0
時
代
に
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
見
据

え
、
児
童
生
徒
向
け
の
１
人
１

台
学
習
用
端
末
と
、
高
速
大
容

量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

体
的
に
整
備
す
る
「
Ｇ

ギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
が
昨
年
12
月

に
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
本
町
教
育
行
政
の
方

向
性
の
一
つ
と
し
て
、「
社
会

の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
」
を

掲
げ
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

及
び
機
器
の
整
備
を
計
画
し
、

創
造
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
と
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

次
に
、
生
涯
学
習
に
お
け
る

主
な
重
点
施
策
は
、
第
６
次
和

泊
町
総
合
振
興
計
画
に
「
よ
う

て
ぃ 

あ
し
ば
ー 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
提
案
し
て
お
り
、ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
と
な
る
総
合
交
流
ア

リ
ー
ナ
建
設
に
向
け
て
総
合
交

流
ア
リ
ー
ナ
建
設
実
行
委
員
会

を
設
置
し
、
町
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、
各
種
団
体
等
か
ら
御
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

ま
た
、
和
泊
町
誌
が
発
刊
さ

れ
て
か
ら
40
年
近
く
に
な
り
、

年
号
も
昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し

て
令
和
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の

本
町
の
歴
史
を
始
め
、
産
業
な

ど
本
町
の
姿
を
町
民
の
皆
様
に

も
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
し
た

町
誌
を
目
指
し
、
編
纂
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

財

政

健

全

化

に

向

け

て

中
なかだ

田 隆
たかひろ

洋 議員

「人と未来を笑顔でつなぐ
こころゆたかな和の町・和泊町」

はぐくむ
（子育て支援）

みんなが主役 人と心を育む 自然に寄り添う

ととのえる
（社会基盤）

ささえあう
（保健福祉）

つなぐ
（移住・交流）

みなおす
（循環型社会）

たかめる
（産業振興）

つどう
（社会教育）

SDGs

※

※

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
学
校
運
営
協
議
会
設
置

に
向
け
て
、
本
町
に
お

い
て
も
具
体
的
な
行
動
計
画
の

策
定
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う

が
、
教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
学
校
運
営
協
議
会
制
度

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）
は
、
学
校
と
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
に

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
支
え
、「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
法

律
」（
地
教
行
法
第
47
条
の
６
）

に
基
づ
い
た
仕
組
み
で
あ
る
。

国
は
学
校
運
営
協
議
会
制
度

の
導
入
に
向
け
て
、
努
力
義
務

化
や
そ
の
役
割
の
充
実
な
ど
を

内
容
と
す
る
法
律
の
改
正
等
の

整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
将

来
的
に
は
、
す
べ
て
の
公
立
学

校
で
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
制

度
の
導
入
に
向
け
て
、
教
育
委

員
会
な
ど
で
情
報
収
集
し
、
議

論
を
重
ね
、
制
度
・
内
容
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
き
た
。

具
体
的
な
行
動
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
の
理
解
を
深
め
る
機
会

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
や
す
と

と
も
に
、
総
合
教
育
会
議
の
検

討
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
導
入
に

向
け
て
の
行
動
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
重
点
施
策
の
中
に
、
郷

土
教
育
・
伝
統
文
化
教

育
の
推
進
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
活
動
内
容
な
の
か
。

答
町
内
の
各
学
校
で
は
郷

土
教
育
の
全
体
計
画
に

基
づ
い
て
、
郷
土
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
財
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
郷
土
の
よ
さ
を
感
じ
、
郷
土

に
誇
り
を
も
つ
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。

本
町
の
特
色
あ
る
教
育
と
し

て
「
郷
土
で
育
て
る
肝ち

む
ぐ
く
る
心
の
教

育
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
西

郷
南
洲
翁
を
は
じ
め
玉
江
末す

え

駒こ
ま

翁
や
市
来
政
敏
翁
な
ど
の
郷
土

の
先
人
の
教
え
、茶
道
（
お
茶
）

を
通
し
た
日
本
の
文
化
や
礼
節

な
ど
を
学
ん
で
い
る
。
学
習
の

場
は
学
校
内
だ
け
で
は
な
く
、

歴
史
観
光
交
流
館
や
歴
史
民
俗

資
料
館
も
利
用
し
て
い
る
。
今

後
は
、
世
之
主
の
墓
な
ど
の
史

跡
等
の
見
学
な
ど
も
加
え
て
い

く
予
定
と
し
て
い
る
。

伝
統
文
化
教
育
と
し
て
は
、

校
区
や
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸

能
や
三
味
線
演
奏
な
ど
、
地
域

の
方
々
を
講
師
に
招
い
て
学
習

し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
国
立
国
語
研
究

所
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
島
ム

ニ
（
方
言
）
を
学
校
生
活
や
地

域
の
活
動
の
中
で
使
う
機
会
を

増
や
し
て
い
る
。
先
日
は
、
子

ど
も
会
大
会
の
各
字
の
活
動
報

告
で
も
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
島
ム
ニ
を
使
っ
て
、
元
気
よ

く
発
表
し
て
い
た
。

今
後
も
、
郷
土
に
愛
着
を
も

ち
、
郷
土
に
誇
り
を
も
て
る
子

ど
も
の
育
成
に
努
め
る
。

問
１
月
に
和
泊
・
知
名
両

町
と
沖
縄
県
今
帰
仁
村

と
の
友
好
都
市
が
締
結
さ
れ
協

定
書
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
教
育

行
政
と
し
て
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
新
た
な
試
み

は
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

答
去
る
１
月
31
日
に
、
今

帰
仁
村
に
お
い
て
、
本

町
、
知
名
町
及
び
沖
縄
県
今
帰

仁
村
の
２
町
１
村
に
よ
る
友
好

都
市
締
結
の
調
印
式
が
行
わ
れ

た
。協

定
書
に
は
教
育
行
政
に
関

す
る
事
項
が
２
点
記
載
さ
れ
て

お
り
、
１
点
目
は
「
青
少
年
の

相
互
交
流
」、２
点
目
は「
文
化
・

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
交

流
及
び
連
携
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
平
成
27
年
度
か
ら

「
わ
ら
ん
ち
ゃ
ヤ
ン
バ
ル
体
験

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

今
帰
仁
村
の
子
ど
も
た
ち
と
交

流
を
深
め
て
き
た
。
今
後
は
、

子
ど
も
た
ち
の
相
互
交
流
、
伝

統
芸
能
な
ど
の
文
化
や
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
な
ど
が

進
展
で
き
る
よ
う
に
今
帰
仁
村

と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

ま
た
、
昨
年
度
、
沖
縄
か
ら

の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に

世
之
主
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
発
刊
し
、
世
之
主
の
物
語

や
今
帰
仁
村
と
の
関
係
も
掲
載

し
て
い
る
。
こ
の
城
跡
を
観
光

資
源
と
し
て
整
備
す
る
た
め
に

は
発
掘
調
査
が
不
可
欠
で
あ

る
。
現
在
、
沖
永
良
部
島
の
古

墓
群
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

城
跡
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
古

墓
群
調
査
の
進
捗
状
況
を
考
慮

し
た
上
で
実
施
で
き
る
か
調
整

を
図
っ
て
い
く
。

新
た
な
試
み
と
し
て
は
、「
わ

ら
ん
ち
ゃ
ヤ
ン
バ
ル
体
験
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
知
名
町
と

合
同
で
交
流
を
考
え
て
い
る
。

今
後
、知
名
町
と
協
議
を
重
ね
、

体
制
が
整
っ
た
時
点
か
ら
、
今

帰
仁
村
と
の
交
流
を
深
め
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
材

育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

和
泊
町
教
育
行
政
に
革
新
的
な
変
化
を

桂
かつら

　弘
ひろかず

一 議員

▶
世
之
主
城
址
の
復
元
整
備
を
！



令和２年 4月 24日発行／第147号令和２年 4月 24日発行／第147号（9）和泊町議会だより 和泊町議会だより（8）

農
業
振
興
に
つ
い
て

問
第
６
次
総
合
振
興
計
画

や
令
和
２
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
農
業
分
野
に
お
け

る
新
た
な
施
策
展
開
は
。

答
第
６
次
総
合
振
興
計
画

で
は
、「
農
作
業
の
効

率
化
」「
新
た
な
仕
事
づ
く
り
」

「
農
業
の
魅
力
向
上
」
を
３
つ

の
柱
に
掲
げ
た
。

当
初
予
算
で
は
、
新
規
事
業

と
し
て
、
繁
殖
雌
牛
導
入
貸
付

事
業
、
え
ら
ぶ
の
花
推
進
協
議

会
な
ど
、
継
続
・
拡
充
事
業
と

し
て
、
干
ば
つ
対
策
事
業
、
農

林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

問
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
、
農
業
分
野

に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

答
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適

正
処
理
や
土
づ
く
り
に

よ
る
減
農
薬
農
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
家
庭
菜
園
の
普
及

や
地
産
地
消
に
よ
る
島
内
産
の

自
給
率
向
上
、
台
風
な
ど
で
物

資
が
届
か
な
い
時
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
地
場
産
品
を
活
用

し
た
長
期
保
存
で
き
る
加
工
品

の
開
発
・
確
保
、
ま
た
、
野
菜

づ
く
り
を
通
し
て
子
ど
も
達
が

農
業
に
触
れ
る
き
っ
か
け
を
つ

く
る
こ
と
で
未
来
の
担
い
手
を

育
成
し
、
島
の
魅
力
を
引
き
出

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
昨
今
の
気
候
変
動
は
、

本
町
農
業
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
持
続

可
能
な
社
会
の
構
築
へ
向
け
た

取
り
組
み
の
啓
発
や
推
進
を
図

る
た
め「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
地
球
温
暖
化
や
気
候
変

動
へ
の
適
応
に
関
す
る

国
や
県
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
平
成
27
年
に
「
気
候
変
動

の
影
響
へ
の
適
応
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
平
成
30
年
に
策

定
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」内
に「
気

候
変
動
適
応
計
画
」
も
位
置
付

け
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
国
内
で
15
自
治
体
、

九
州
に
お
い
て
は
長
崎
県
壱
岐

市
と
福
岡
県
大お
お
き
ま
ち

木
町
が
気
候
非

常
事
態
を
宣
言
し
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
隣
町
や

奄
美
群
島
な
ど
広
域
的
に
、
合

同
で
の
宣
言
を
行
い
、
連
携
し

て
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

ま
ず
は
、
本
町
に
お
け
る
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
へ
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
べ

く
、
第
６
次
総
合
振
興
計
画
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

東
北
大
学
大
学
院
と
連
携
し
な

が
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

対
策
と
し
て
、
焼
却
ゴ
ミ
や
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
量
化
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
等
を
推

進
し
て
い
く
。

総
合
体
育
館
建
設
に
つ
い
て

問
活
用
の
在
り
方
や
他
の
既

存
施
設
利
用
も
考
慮
し
た

設
計
等
、
多
角
的
な
検
討
は
。

答
今
後
、
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
各
種
団
体

の
代
表
か
ら
意
見
を
集
約
し
、

た
た
き
台
と
な
る
基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
作
成
し
て
い
く
。

そ
の
中
で
、
活
用
の
在
り
方
や

既
存
施
設
の
利
用
状
況
も
考
慮

し
、
多
角
的
な
施
設
と
し
て
、

場
所
や
規
模
及
び
施
設
形
態

等
、
本
町
に
あ
っ
た
計
画
を
示

し
て
い
く
。

ま
た
、
第
６
次
総
合
振
興
計

画
に
お
い
て
も
「
よ
う
て
ぃ
あ

し
ば
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
提

案
し
、
多
目
的
な
拠
点
と
な
る

総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設
を
掲

げ
、
推
進
し
て
い
く
。

過
去
の
一
般
質
問
に
お
け
る

質
問
や
提
案
事
項
等
の
進
捗

状
況
・
実
績
に
つ
い
て

問
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
つ
い
て

答
試
験
、
面
接
又
は
書
類

に
よ
る
、
い
ず
れ
か
の

選
考
を
経
て
、
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
だ
く
、
全
71
職
種
、

１
２
７
名
の
採
用
を
内
定
し
て

い
る
。

今
後
は
、
４
月
１
日
に
会
計

年
度
任
用
職
員
全
員
を
対
象
と

し
て
、
辞
令
交
付
式
、
地
方
公

務
員
と
し
て
の
服
務
宣
誓
式
及

び
条
件
付
き
採
用
期
間
や
分

限
・
懲
戒
処
分
等
に
関
す
る
研

修
会
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
。

問
沖
永
良
部
バ
ス
の
利
用

促
進
に
つ
い
て

答
１
月
に
沖
永
良
部
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
を
開
催
し
、
路
線
変
更
に
伴

う
料
金
改
定
や
生
活
路
線
を
優

先
し
た
「
空
港
線
の
時
刻
の
固

定
」
が
了
承
さ
れ
た
。

４
月
以
降
、
役
場
庁
庭
内
に

停
留
所
を
設
置
す
る
予
定
。
ま

た
、
沖
永
良
部
バ
ス
企
業
団
と

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
の
間

で
、
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の

た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
今
後

奄
美
群
島
全
体
で
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
が
検
討
さ
れ
る
予

定
。問

各
種
行
事
等
の
見
直
し

や
行
事
予
定
の
共
有
に

つ
い
て

答
課
長
会
を
通
じ
て
、
各

課
や
各
種
団
体
の
行
事

等
の
検
証
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
知
名
町
と
共

同
で
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

を
研
究
・
検
討
し
て
い
る
。

総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設
へ

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員

教
育
行
政
の
重
点
施
策
に

つ
い
て

問
町
内
の
学
校
間
で
の
転

校
件
数
は
、
今
年
度
何

件
か
。
ま
た
、
昨
年
度
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
町
内
で
の
学
校
間
の
転

校
件
数
は
、
今
年
度
は

小
学
校
０
件
、中
学
校
１
件
で
、

昨
年
度
は
小
学
校
５
件
、
中
学

校
１
件
で
あ
っ
た
。
今
年
度
は

昨
年
度
と
比
べ
て
５
件
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
転
校
先
の
学

校
で
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
転
校
先
の
学
校
に
は
特

段
の
配
慮
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
人
権
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
の
人

権
意
識
の
高
揚
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
か
。

答
道
徳
科
の
授
業
で
は

「
生
命
の
尊
さ
」「
親
切
・

思
い
や
り
」「
公
正
・
公
平
」「
相

互
理
解
・
寛
容
」
な
ど
の
内
容

を
中
心
に
、
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
た
り
、
行
動
し
た

り
で
き
る
よ
う
実
践
力
を
養
っ

て
い
る
。

学
校
行
事
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
は
、
人
権
集
会
の
開

催
や
、
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・

人
権
標
語
の
募
集
、
幼
稚
園
や

こ
ど
も
園
と
の
交
流
学
習
、
福

祉
施
設
へ
の
訪
問
学
習
等
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
方

に
学
校
へ
来
て
い
た
だ
き
人
権

の
花
運
動
や
各
学
校
で
の
人
権

教
室
の
開
催
な
ど
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
が
人
権
に
つ
い
て
考

え
、
意
識
を
高
め
て
い
く
体
験

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
活
動
の
中
で
は
年
長
の

子
ど
も
が
年
少
の
子
ど
も
の
世

話
を
し
た
り
、
互
い
に
協
力
し

て
作
業
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る

姿
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

今
後
も
、
人
権
教
育
の
充
実

に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
互

い
に
相
手
を
尊
重
し
、
助
け

合
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
、

児
童
生
徒
の
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
く
。

問
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

様
々
な
課
題
解
決
の
た

め
に
、
学
校
運
営
協
議
会
を
設

置
し
、
今
ま
で
以
上
に
学
校
と

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う

が
、設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
６
ペ
ー
ジ
桂
議
員
へ
の

答
弁
参
照
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問
バ
レ
イ
シ
ョ
の
価
格
が

低
迷
し
て
い
る
が
、
生

産
者
の
収
入
安
定
の
た
め
の
対

策
は
。
ま
た
、
収
入
保
険
制
度

へ
の
加
入
状
況
は
。

答
バ
レ
イ
シ
ョ
は
令
和
２

年
１
月
か
ら
出
荷
が
始

ま
り
、
平
均
手
取
り
価
格
は
80

円
か
ら
１
０
０
円
の
価
格
で
推

移
し
て
い
る
。

野
菜
全
体
の
価
格
が
低
迷
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
の

で
、
今
後
も
栽
培
管
理
の
徹
底

や
適
期
防
除
な
ど
の
基
本
技
術

の
励
行
を
行
い
、
単
収
を
上
げ

る
事
が
一
番
の
対
策
と
考
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
周
知
に

努
め
る
。
ま
た
、
収
入
保
険
制

度
へ
は
、
現
在
39
名
が
加
入

し
て
い
る
。

問
農
作
業
の
省
力
化
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
た
作

業
委
託
や
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
収

穫
機
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
貸
し
出

し
で
き
な
い
か
。

答
農
作
業
の
省
力
化
に
関

し
て
は
、
現
在
、
農
家

自
ら
が
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

防
除
作
業
を
行
っ
て
い
る
方
が

４
名
い
る
の
で
、
双
方
協
議
の

う
え
で
、
作
業
委
託
は
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

バ
レ
イ
シ
ョ
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

の
貸
し
出
し
制
度
に
つ
い
て

は
、
作
業
機
の
維
持
管
理
や
オ

ペ
レ
ー
タ
確
保
等
を
考
慮
す
る

と
難
し
い
。

問
農
作
業
の
省
力
化
と
産
業

廃
棄
物
を
減
ら
す
た
め
、

生
分
解
性
マ
ル
チ
の
利
用
を
ど
の

よ
う
に
促
進
し
て
い
る
か
。

答
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
は
、

和
泊
町
園
芸
振
興
会
総
会
や
、

サ
ト
イ
モ
研
修
会
な
ど
に
お
い

て
生
分
解
性
マ
ル
チ
利
用
効
果

の
説
明
を
し
て
お
り
、
マ
ル
チ

使
用
者
に
対
し
て
は
、
展
張
試

験
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
利

用
促
進
に
努
め
て
い
る
。

問
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
地
域
農
産

物
の
高
付
加
価
値
化
に
向
け

て
、
新
た
に
取
り
組
ん
だ
産
物

は
な
い
か
。

答
活
用
さ
れ
る
農
産
物
は
、

バ
レ
イ
シ
ョ
、
パ
パ
イ

ヤ
や
ゲ
ッ
ト
ウ
等
で
、
加
工
方

法
と
し
て
は
、
主
に
乾
燥
加
工

や
フ
ィ
ル
ム
包
装
に
よ
る
真
空

加
工
等
で
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
漬
物
、

お
茶
の
葉
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
他
に
塩
の

製
造
も
行
わ
れ
て
い
る
。

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
に

は
、
急
速
冷
凍
庫
や
ス
チ
ー
ム

コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン

等
、
加
工
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る

機
材
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
更
に
こ
の
よ
う
な
機
材
を

活
用
し
た
加
工
方
法
に
つ
い
て

も
調
査
研
究
し
、
地
域
農
産
物

の
加
工
に
役
立
つ
情
報
や
技
術

を
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
喜
ん
で
通
え
る
学
校
に

前
すすめ

　利
としえつ

悦 議員
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農
業
振
興
に
つ
い
て

問
農
作
物
の
販
売
に
関
し

て
、
関
係
機
関
と
協
議

し
、
沖
縄
県
の
卸
売
市
場
に
出

荷
で
き
な
い
か
。

答
沖
縄
県
の
卸
売
市
場
へ

の
出
荷
に
関
し
て
は
、

花
き
類
を
既
に
出
荷
し
て
お

り
、
１
５
０
０
万
円
以
上
を
販

売
し
て
い
る
。

野
菜
類
に
つ
い
て
は
、現
在
、

九
州
、
中
国
、
四
国
及
び
関
西

を
中
心
に
出
荷
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
農
協
な
ど
の
関
係

機
関
と
協
議
し
、
沖
縄
県
の
市

場
調
査
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

出
荷
を
検
討
し
て
い
く
。

問
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
購

入
助
成
に
つ
い
て
、
農

家
の
負
担
軽
減
や
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
推
進
を
強
化
す
る

た
め
、
他
の
助
成
に
加
え
、
町

単
独
で
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
鹿
児
島
県
経
済

連
が
３
割
助
成
を
し
て

お
り
、
町
単
独
で
の
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

生
分
解
性
マ
ル
チ
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ト
イ
モ
収

穫
時
の
マ
ル
チ
を
剥
が
す
労
働

力
が
軽
減
さ
れ
、
土
の
中
で
分

解
さ
れ
る
た
め
、
マ
ル
チ
の
処

理
経
費
が
必
要
な
く
、
ま
た
、

水
の
浸
透
性
が
よ
く
増
収
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
生
分
解
性
マ

ル
チ
の
特
性
と
メ
リ
ッ
ト
を
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
全
て

の
サ
ト
イ
モ
生
産
農
家
へ
周
知

し
て
い
く
。

本
町
か
ら
廃
プ
ラ
削
減
を

▶ 

生
分
解
性
マ
ル
チ
を
使
用
し
た
畑

▶
ロ
ー
タ
リ
ー
で
鋤す

き
込
め
ば
分
解
さ
れ
る

▶
ポ
リ
マ
ル
チ
は
剥
が
す
作
業
が
大
変

東
ひがし

　 弘
ひろあき

明 議員

前議員質問関連
1.- ② 生徒指導の充実…「チーム学校」として全職員一致の生徒指導体制を確立し、家庭・学校・地域社

会及び関係機関との緊密な連携を深め、それぞれの教育力を高めるとともに、心身ともにたくまし
い思いやりのある児童生徒の育成に努める。

1.- ③ 人権教育の充実…教職員の人権意識を高めるとともに、人権意識の啓発の視点に立った授業・教育
活動に取り組み、児童生徒の人権意識の高揚を図る。

桂議員質問関連
2.- ④ 郷土教育・伝統文化教育の推進…郷土のよき教育風土を生かした教育に取り組み、児童生徒に郷土

愛や祖先を敬い父母を大事にする心を育てる。

＜重点課題と施策＞

5. 生涯にわたって学べる環境づくりと
 スポーツ・文化の振興

① 社会教育・生涯学習の推進
②社会体育の推進
③ 芸術・文化活動の推進
④ 文化財の保護・活用

3. 開かれた学校・信頼される
 学校づくりの推進

①学校運営の充実
②教職員の資質向上
③ 安全・安心な学校づくり
④ 教育環境の整備・充実
⑤ 小規模校教育の振興

4. 地域全体で子どもを守り育てる
 環境づくりの推進

① 地域ぐるみでの子どもの育成
② 家庭及び地域の教育力の向上

2. 社会で自立できる生きる力をはぐくむ 
 教育の推進

① ｢確かな学力｣ の定着
② 特別支援教育の充実
③ 進路指導・キャリア教育の充実
④ 郷土教育・伝統文化教育の推進
⑤幼児教育の充実
⑥ 社会の変化に対応した教育の推進

1. 豊かな心と健やかな体をはぐくむ
 教育の推進 

①道徳教育の充実
②生徒指導の充実
③人権教育の充実
④体験活動の充実
⑤読書活動の充実
⑥食育の推進
⑦ 体力・運動能力の向上
⑧ 健康教育・安全教育の充実

令和２年度教育行政の重点施策

教育行政の重点施策とは…
教育における様々な課題を解決するために行う重要な取り組み。

Pickup

教育行政の重点施策とは…
教育における様々な課題を解決するために行う重要な取り組み。

施
政
方
針
と
は
…

町
の
今
後
の
方
針
と
、
一
年
間
に
お
い
て
行
い
た

い
こ
と
を
表
明
す
る
。

こ
の
施
政
方
針
は
、
令
和
２
年
度
予
算
の
根
拠
と

な
る
。

詳
し
く
は
４
月
発
行
の
広
報
わ
ど
ま
り
３
６
９
号
に

掲
載
予
定
で
す
。

１
、
活
力
あ
る
産
業
の
振
興

２
、
教
育
文
化
の
振
興
と

心
豊
か
な
人
づ
く
り

３
、
社
会
福
祉
等
の
充
実

４
、
交
通
基
盤
等
生
活
環
境
の
整
備

５
、
財
政
事
情
及
び
各
会
計
予
算

５
つ
の
重
点
施
策



経済建設常任委員会　所管事務調査報告書
（令和２年２月５日～７日：沖縄県南城市）

参加者：経済建設委員６名、事務局職員１名、経済課職員２名

水産物加工の調査
1. 調査地：有限会社　水実

持続可能な循環型農業と沖縄市場の調査
2 . 調査地：株式会社　みやぎ農園

観光農業の調査
3 . 調査地：美らイチゴ南城ハウス

那覇市泊魚市場表敬訪問
4 . 調査地：那覇市泊魚市場

令和２年 4月 24日発行／第147号令和２年 4月 24日発行／第147号（13）和泊町議会だより 和泊町議会だより（12）

議案番号 件　　　　　　　　　　名 議事結果

議案 １号 和泊町繁殖雌牛導入貸付事業基金条例の制定について 原案可決

議案 ２号 和泊町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 ３号 和泊町職員の分限の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 ４号 和泊町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 ５号 和泊町税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 ６号 和泊町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 ７号 和泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 ８号 和泊町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 ９号 和泊町公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 10号 第６次和泊町総合振興計画の策定について　 可　決

議案 11号 和泊町研修センターの指定管理者の指定について 可　決

議案 12号 工事請負契約の締結について 可　決

議案 13号 沖永良部与論地区広域事務組合からの脱退の予告の撤回について 可　決

議案 14号 令和元年度（2019 年度）和泊町一般会計補正予算（第４号）の議決について 原案可決

議案 15号 令和元年度（2019 年度）和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の議決について 原案可決

議案 16号 令和元年度（2019 年度）和泊町介護保険特別会計補正予算（第４号）の議決について 原案可決

議案 17号 令和元年度（2019 年度）和泊町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の議決について 原案可決

議案 18号 令和元年度（2019 年度）和泊町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の議決について 原案可決

議案 19号 令和元年度（2019年度）和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）の議決について 原案可決

議案 20号 令和２年度和泊町一般会計予算の議決について 原案可決

議案 21号 令和２年度和泊町国民健康保険特別会計予算の議決について 原案可決

議案 22号 令和２年度和泊町介護保険特別会計予算の議決について 原案可決

議案 23号 令和２年度和泊町後期高齢者医療特別会計予算の議決について 原案可決

議案 24号 令和２年度和泊町下水道事業特別会計予算の議決について 原案可決

議案 25号 令和２年度和泊町農業集落排水事業特別会計予算の議決について 原案可決

議案 26号 令和２年度和泊町奨学資金特別会計予算の議決について 原案可決

議案 27号 令和２年度和泊町水道事業会計予算の議決について 原案可決

陳情 １号 新たな過疎対策法の制定に関する議会意見書の提出について 採　択

発議 １号 新たな過疎対策法の制定に関する議会意見書 可　決

陳情 ２号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する陳情書 採　択

議員派遣について 可　決

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について 可　決

各常任委員会の閉会中の継続調査申出書について 可　決

令和２年 第１回定例会

　先般、沖永良
部島漁協に整備
された冷凍冷蔵
庫と加工施設の
更なる活用を計
るため、水産業
の収益向上と水
産資源の有効活
用の可能性の調
査を行った。高

温真空処理によって、製品の賞味期間は、格段に延
び、また、調理方法によって、捨てるところがない
ほど資源の有効利用ができている。漁獲量、施設
の規模、魚種に応じた商品開発があることが分かっ
た。本町も加工技術者の人材確保、人材育成に取り
組めば、水産加工産業の確立は大いに可能である
と考える。

　農作物に有機
栽培、農業生産
工程管理（ＧＡ
Ｐ）という付加
価値をつけ、大
量生産された格
安の農作物との
すみわけを行う
ことによって安
定した需要が確

立されている。沖縄は人口の増加、観光客の増加
により消費が増大し大きな市場となっている。また、
中国や東南アジアにも販売ルートを確立してきてお
り、さらに大きな市場圏となりつつある。

　本町も、有機栽培やＧＡＰの概念を取り入れて、
高付加価値のある農作物の生産の推進、将来に残
せる環境に配慮した農業についても取り組んでいく
必要があると考える。

　体験型農業観光の調査を行った。寒暖の差があ
る地域での栽培が適しているイチゴだが、設備や技
術の進歩により、温暖な沖縄でもおいしいイチゴが
栽培可能であ
った。自社収
穫販売と観光
販売との収益
の差は、まだ、
わからないよ
うであったが、
観光客の多い
沖縄では、産
業として確立
できている。本町でも生産自体は可能だと考えるが、
多額の設備投資や販路拡大など、実現には課題が
ある。

　沖永良部島漁協の鮮魚を取り扱っていただいてい
る市場関係者や業者等にお礼と沖縄魚市場での需要
の高い魚種を
調査した。輸
送コスト支援
事業を活用し
て沖縄市場と
の連携をさら
に深めていき
たいと考える。

高付加価値のある農産物生産

高温真空処理の様子

温暖な沖縄でもおいしい
イチゴの栽培が可能に

那覇市泊魚市場のセリの様子
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春
ら
し
い
陽
ざ
し
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
が
社
会
全
体

を
機
能
停
止
に
追
い
込
む
の
で
は
と

心
配
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終
息
の
た

め
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
、
挑
戦
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一

日
も
早
い
終
息
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
議
会
に
お
い
て
は
、

全
世
代
型
社
会
保
障
の
充
実
の
た

め
、
行
政
側
と
活
発
な
議
論
を
交
わ

し
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
と

し
て
61
憶
９
５
２
５
万
円
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
政
策
を
実
現
す
る
「
小

さ
な
声
を
聴
く
力
」
を
磨
く
と
共

に
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
働

け
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
の
時
代
を

迎
え
、
笑
顔
も
免
疫
力
向
上
に
効
果

が
あ
る
と
の
こ
と
。

　
一
日
一
日
を
快
活
に
、
「
今
」
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
希
望
の
未

来
を
共
に
開
い
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

（
文
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弘
明
）
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左の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、町議会のホーム
ページにリンクします。

第 28回　沖永良部・与論地区議会議員大会

２月３日に沖永良部・与論地区議会議員大会が知名町フローラル館で開催された。３町からそれぞれ議
題の提出があり、全会一致で採択され、国や県、関係機関等への陳情活動が展開される。

本町提出議題「離島地域における産婦人科医師確保に係る予算措置を」

　沖永良部地区において、現在、産婦人科医師の確保が急
務となっており、そのために係る予算を両町で負担しなけ
ればならないという事態が発生しています。
　島で安心して安全に産み育てるという、ごく当たり前の
ことが出来なくなろうとしています。厳しい財政状況の中、
恒久的に両町で負担していくというのも限界があります。
　現在、沖永良部島には、島外から赴任している常勤医師
は１名で、当該医師の年齢は 75 歳とかなりご高齢なこと
もあり、年間を通した妊産婦への対応は大きな負担と困難
が伴っています。
　また、このようなことから本島においては、島外での出

産を選択せざるを得ない場合などもあり、島内における分娩件数が年々減少している状況にあります。
　将来にわたり、島内で住民が安心して妊娠・出産できる環境を維持するためには、両町が連携をとり、
新たな産科医の確保に向けて取り組むことが喫緊の課題であります。
　徳之島 3町においては、産科医確保に向けて 3町それぞれ 600 万円という多額な予算を報償費として
措置し、高い出生率を維持している現状からも、離島地域で安心して産み育てるという環境づくりを促
進する必要があると考えます。
　なお、県においては、離島地域出産支援事業があるものの、それは妊婦のみの支援事業であり、上限
額も決まっています。
　また、家族には適用されないため、妊婦が島外で出産するにあたっては、経済的な負担を強いられ、大
変不安をもってしまいます。
　そのようなことから、人口減少にも少なからずつながっていくものであり、島で安全に産み育てるこ
とが出来る制度の確立に向けて、奄美全体で考えていかなければなりません。
　つきましては、産婦人科医師の確保に係る予算措置を県・国に強く要望いたします。

知名町提出議題「アイランドホッピングルートの運賃軽減並びに利便性の向上を」
与論町提出議題「主任介護支援専門員研修受講要件に関する規制等の緩和措置について」
・本大会は一定の成果を挙げたため、今回を最後に閉幕した。


